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いのちの長さ・重さ・深さを考える～アフリカ・ケニアの療育現場から～

公文　　和
シロアムの園（ケニア国ナイロビ市）　代表

座長 ： 長　　和俊　地域医療機能推進機構　北海道病院

　持続可能な開発目標（SDGs）は2015年に定められ、2030年までに様々な地球規模課題目標を達成する

ことを通して、「誰一人残さず」未来のある子どもたちが笑顔で成長できる世界を目指している。しかし、現

実に子どもたちの置かれている環境は、貧困、戦争、不公平、虐待など、子どもたちのいのちが守られてい

るとは言い難い。経済が発達し、色々な制度があり、様々な機会が保証されている日本の子どもたちも必ず

しも幸福であるわけではない。

　演者は、戦禍にあるパレスチナやシエラレオネの難民キャンプでの仕事の中で、いのちの長さや重さを深

く考えさせられた。その後2002年から東アフリカのケニア共和国において、様々な保健分野の仕事に従事

する中で障がいのある子どもたちと出会った。この子どもたちを中心に置き、子どもたちのいのちが輝く社

会を目指して2015年、障がい児の包括的ケアを目指す事業「シロアムの園」を設立した。

　ケニアの障がい児の殆どが、適切な医療や教育を受ける機会を得ることができず、社会保障・福祉・医

療保険制度の不備により、経済的にも追い込まれている。更に、地域社会における迷信や語り伝えなどによ

り差別偏見も強く、地域・家族の問題を多く抱えている。それにより家族崩壊が起こり、更に貧困が進み、

精神的・社会的問題が助長される。そして、インフラ未発達や社会参加機会が乏しいため、差別偏見と合

わせて、多くの子どもたちが家に閉じ込められている現状がある。

　シロアムの園はこのような子どもたちやご家族に寄り添い、真のニーズを共に考えつつ、リハビリ、医療、

教育、心理、社会的など様々な通所サービスを提供する。子どもたちやご家族にとっての居場所をつくり、そ

れぞれが特別で大切なひとりであることを感じることができるよう共に歩んでいる。また、子どもたちの生き

る社会は、日本とは違う文化や制度の背景があり、さらに急速に進む高度経済成長期において、子どもたち

を中心にみんなが笑顔で共に生きることができるケニアらしい社会をつくるというビジョンを掲げている。

　本講演においては、症例を通して、いのちの長さだけではなく、重さと深さを考える。例え選択肢が少

なく、客観的にみた困難が大きく、実際に短いいのちであったとしても、子どもたちのいのちが尊ばれ、

豊かに生きるために、家族や社会の役割を考え、子どもたちが「深いいのち」を豊かに生きることの意味

を考える。

特別講演1

繋ぐのは命

坂東　　元
旭山動物園　園長

座長 ： 高橋　　悟　旭川医科大学　小児科学講座

　命は大切，このことばを否定する人はいないと思います。だけど私は「命が大切＝生きていることが大

切」なのではなくて，「生き方」が大切なのだと感じます。命は誕生した時から死で終わる運命です。治療し

ようが延命しようが必ず死は訪れます。誕生も死も病院で営まれるようになり，日常ではなく特別なことのよ

うにとらえられがちで，身近で目にすること，感じることができなくなっています。死はマイナスのイメージが

つきまとうようになりましたが「死を大切」にできなくて「命を大切」にはできないとも感じます。命とは，誰

にでも等しく宿るのだから生きてるうちは生きるという実にシンプルなものだと思います。

　私たちヒトは，地球上のすべての生き物の中で，ただ一種だけに通用する価値観，ルールを作り上げ，全

く異なる生き方をしています。医療もその一つでしょう。そしてヒトはすべての生き物の中で一番すぐれてい

る生き物なんだとどこかで思っています。その中でただ一種だけが無限とも思える勢いで増え続けていると

いう一面があります。

　ではヒト以外の命はどのように育まれているのだろう？食物連鎖と言う言葉があります。食物連鎖は命の

連鎖，バトンタッチです。死が必ず生に受け継がれ，何一つ無駄になるものはありません。たくさんの死があ

るからたくさんの命が輝くのです。すべてが循環しているから，何も足さないのに春になると木々が緑に被

われ，虫たちや小鳥たちが命を育みます。多種多様な生き物が空間を共有して生きている、命を奪う側奪わ

れる側の生き物が同じ空間で生きている。それは仲良くではなく、認め合うことです。私が動物たちを常に

すばらしいと感じるのは、自分にとって不愉快な存在でも存在を認め合えることです。

しかし動物園の動物たちは、食物連鎖の環から持ち出された野生動物として存在しています。ある意味終

わるタイミングを失った命です。病気、医療という概念を持たない動物たちですが、ヒトの生命観の中で一

生を過ごすことになります。ここに関わる私たち、特に医療行為を行うことの葛藤が生じます。

　安全これもすべての大前提のように言われるようになりましたが、絶対に良いことではない一面がありま

す。高さが17メートルあるオランウータンの施設は、手を滑らせれば死に繋がる危険な環境です。でもその

高いところを腕渡りする姿が生き生きとした姿として多くの来園者に感動を与え、オランウータンのペアー

の関係の強化、親子の絆の強化に繫がっています。

　命は，常に次の世代につなぐために存在しています。今を生きるものが今をとりつくろうことだけを考える

ようになっては，未来はありません。旭山動物園は飼育動物の命、地球の命を繋ぐことを目標に、日々の飼

育に取り組んでいます。
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